
報

幡
　
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
記
事

　
恒
例
の
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
は
、
平
成
九
年
十
一
月
八
日
午
後
一

時
半
か
ら
、
京
都
大
学
文
学
部
新
館
第
三
講
義
室
に
お
い
て
左
記
の
ご
と

く
行
わ
れ
た
。

　
一
、
ル
ー
ベ
ソ
ス
と
専
門
画
家
た
ち

　
　
　
　
－
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
の
多
様
性
を
め
ぐ
っ
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
助
教
授
　
中
村
俊
春
氏

　
一
、
神
の
像
（
固
ヨ
p
。
α
q
o
U
忠
）
と
人
間

　
　
　
　
ー
キ
リ
ス
ト
教
人
問
観
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
教
授
　
　
水
垣
　
渉
氏

　
講
演
会
は
数
多
く
の
会
員
の
方
々
の
出
席
を
得
て
盛
会
で
あ
っ
た
。
ま

た
講
演
会
終
了
後
、
京
大
会
館
に
お
い
て
懇
親
会
を
も
ち
、
多
数
の
会
員

が
講
演
者
と
と
も
に
討
論
と
歓
談
の
一
時
を
過
ご
し
た
。

二
　
外
国
人
学
者
来
訪
講
演
会
記
事

　
平
成
九
年
九
月
よ
り
乎
成
十
年
一
月
末
ま
で
に
、
京
都
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
の
旧
哲
学
科
系
諸
研
究
室
の
主
催
な
い
し
共
催
の
も
と
に
行
わ

れ
た
、
外
国
人
学
巻
に
よ
る
講
演
会
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
グ
レ
ン
・
エ
ル
ダ
ー
氏
（
ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
チ
ャ

ペ
ル
ヒ
ル
校
教
授
）

　
　
　
　
彙
　
　
　
報

　
「
発
達
理
論
と
し
て
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」

　
平
成
九
年
九
月
六
日
　
於
京
都
大
学
文
学
部

　
ブ
ル
ー
ス
。
バ
ウ
チ
ャ
ー
氏
（
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
助
教
授
）

　
「
絵
画
と
彫
刻
の
間
ー
ヤ
コ
ポ
・
サ
ン
リ
ビ
ー
ノ
と
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
」

　
平
成
九
年
十
月
二
十
四
日
　
於
京
都
大
学
文
学
部

　
E
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
氏
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教

授
）　
「
タ
ボ
寺
に
於
け
る
写
本
断
片
・
テ
ク
ス
ト
・
碑
文
」

　
平
成
九
年
十
「
月
「
日
　
於
京
都
大
学
文
学
部

　
ド
ナ
ル
ド
・
レ
ヴ
ソ
氏
（
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
大
学
教
授
）

　
「
G
・
ジ
ン
メ
ル
と
現
代
の
社
会
理
論
」

　
平
成
九
年
十
二
月
十
二
臼
　
於
京
都
大
学
文
学
部

　
岬
、
ー
ク
・
ハ
ウ
ザ
ー
氏
（
ア
メ
リ
カ
・
ハ
；
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
準
教
授
）

　
「
霊
長
類
の
コ
ミ
ュ
一
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進
化
一
神
経
生
理
学
的
お
よ

　
び
進
化
的
特
微
」

　
平
成
十
年
㎝
月
十
九
日
　
於
京
都
大
学
文
学
部

三
　
京
都
大
学
文
学
部
（
哲
学
系
）
卒
業
論
文
題
目

　
　
　
　
　
i
平
成
九
年
三
月

浅
　
　
沼

哲
渉

　
学フ

ッ
サ
ー
ル
『
イ
デ
ー
ソ
』
に
お
け
る
認
識
の
基
礎

づ
け
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
折
H
学
研
究
　

晶
弟
五
百
六
十
五
口
写

市
　

こ
う
た
　
『
物
質
と
記
憶
』
に
お
け
る
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
心
身
関

　
　
　
　
　
　
　
係
論
に
つ
い
て

相
　
良
　
義
　
勝
　
現
存
在
と
欺
界
ー
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
蒔
間
』

　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
世
界
内
移
在
の
分
析
一

西
　
松
　
豊
　
起
　
ハ
イ
デ
ガ
…
『
存
在
と
平
間
』
に
お
け
る
「
存
在
可

　
　
　
　
　
　
　
　
能
」
の
問
題

三
　
谷
　
尚
　
澄
　
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
撹
判
』
に
お
け
る
「
自
由
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
概
念
に
つ
い
て

久
木
田
　
水
　
生
　
　
『
ブ
リ
ン
キ
ピ
ア
・
マ
テ
マ
テ
ィ
カ
』
の
タ
イ
プ
理

　
　
　
　
　
　
　
　
論

島
　
田
　
啓
　
二
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
『
意
識
に
直
接
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
の
試
論
』
に
お
け
る
廟
由

　
　
　
　
　
西
洋
哲
学
史

大
　
　
草
　
　
輝
　
　
政
　
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
お
け
る
エ
レ
ソ
コ
ス
　
（
吟
味
論
駁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
位
鷺
づ
け

小
　
翔
　
貴
　
史
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
哲
学
史
と
哲
学
と
の
関
係

長
　
田
　
洋
　
　
一
　
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
！
ル
に
お
け
る
二
丁
的
真
理
の
闇
題

　
　
　
　
　
　
　
　
一
逆
説
と
理
性
…
1

　
　
條
　
　
航
プ
ラ
ト
ン
『
メ
ノ
ン
』
の
実
験
…
1
も
自
・
剛
ω
は
何
を

　
　
　
　
　
　
　
　
経
験
す
る
の
か
i

藤
　
　
岡
　
　
　
明
　
理
性
的
立
場
の
倫
理
学
ー
カ
ン
ト
『
実
践
理
性
批

　
　
　
　
　
　
　
　
判
無
一

　
　
　
　
歪
　

｛
　
カ
ン
ト
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
演
繹
の
構
造

笹
　
原

奥
　
田

児
　
　
玉

篠
原

．
多
　
賀

深
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

博
　
史
　
カ
ン
ト
『
実
践
理
性
批
判
』
に
お
け
る
要
請
の
問
題

　
　
　
　
に
つ
い
て

　
倫
　
理
　
学

太
　
郎
　
ヒ
ュ
ー
ム
『
人
間
本
性
論
』
に
お
け
る
正
義
と
所
有

　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
聡
　
ベ
ン
タ
ム
に
お
け
る
法
と
道
徳
の
区
別
に
つ
い
て

小
百
合
　
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
に
お
け
る
直
観
主
義
的
方
法
と
功
利

　
　
　
　
主
義

健
太
郎
　
弁
証
法
の
〈
窓
〉
…
…
ハ
ー
バ
”
、
ス
の
批
判
以
後
の

　
　
　
　
コ
啓
蒙
の
弁
証
法
」
1

太
　
清
　
ド
イ
ツ
観
念
論
に
お
け
る
霞
己
意
識
と
承
認

美
学
美
術
史
単

棚

有

紀

三夏徳

谷阻重

訓多久

子代美

高

梛

陶

子

劔賀

持来

あ佳
ず

さ子

松
本
竣
介
に
つ
い
て

フ
ラ
。
ア
ン
ジ
ェ
ジ
コ
作
コ
ル
ト
ー
ナ
の
「
受
胎
告

知
」
に
つ
い
て

J
・
S
・
バ
ッ
ハ
　
一
－
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
第

一
巻
”
に
つ
い
て

出
日
王
仁
三
郎
の
作
陶
に
つ
い
て

八
木
一
夫
に
つ
い
て

テ
ィ
ツ
ィ
ア
…
ノ
作
「
ペ
ー
ザ
ロ
の
聖
偲
」
に
つ
い

てジ
ェ
ユ
ー
・
ホ
ル
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
発
表
形
態



山
　
　
崎

優

吉
　
倉
　
宏
　
樹

伊
　
藤
　
敏
　
明

若松牧田竹

木永野村内

民幹雅広亜
　　　　紀
喜贋光済子

下

村

理

林

田

照

小
　
林

伊
　
藤

白伊

神東

堀
　
田
　
晃

ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
「
グ
レ
ソ
キ
ル
ソ
の
十
字
架
」

に
つ
い
て

東
山
魁
夷
に
つ
い
て

現
代
社
会
と
音
楽
一
新
し
い
受
容
の
あ
り
方
に
つ

い
て
－
1
一

神
護
寺
本
尊
の
造
像
者

ク
リ
ス
ト
の
梱
包
紳
云
術

映
画
監
督
増
村
保
造
の
思
想
と
方
法
論
に
つ
い
て

デ
ザ
イ
ン
の
力

　
　
　
　
『
サ
！
ジ
ェ
ン
ト
。
ペ
パ
ー
ズ
・
ロ
ン
リ
ー

　
　
　
　
ツ
・
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
ド
』
小
論

　
　
男
薬
師
寺
本
尊
に
つ
い
て

　
　
早
安
田
靱
彦
に
つ
い
て
の
考
察

　
宗
　
教
　
単

道
太
郎
　
ニ
ー
チ
ェ
の
「
生
」
の
思
想

　
　
章
　
近
現
代
に
お
け
る
「
史
的
イ
エ
ス
像
」

　
　
　
　
い
て
の
考
察

　
　
淳
　
R
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
世
界
観

秀
敏
　
カ
ル
ト
及
び
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
f
ル

　
仏
　
教
学

　
　
司
　
ブ
ッ
ダ
の
哲
学
の
研
究
ー
ス
ッ
タ
ニ
パ

彙

・
ハ
i

の
変
遷
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
タ
・
ア

ッ
タ
カ
ヴ
ァ
ッ
ガ
の
最
初
部
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ

報

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
1

　
　
　
　
　
心
　
理
　
学

今
　
西
　
み
ふ
ゆ
　
快
・
不
快
の
印
象
が
記
億
の
検
索
過
程
に
与
え
る
影

　
　
　
　
　
　
　
　
響

梅
　
澤
　
慶
　
子
　
個
人
の
労
働
観
と
就
業
形
態
の
関
係

大
　
洞
　
宗
　
史
　
限
球
運
動
か
ら
み
た
日
本
語
の
読
み

尾
　
関
　
宏
　
文
　
群
化
に
お
け
る
視
覚
情
報
の
統
合
過
程
の
検
討

金
　
児
　
　
　
恵
　
選
挙
運
動
グ
ル
ー
プ
の
発
達
と
メ
ン
バ
ー
の
行
動
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
属
様
式

上
屋
敷
　
延
　
誉
　
人
問
の
見
栄
が
確
信
度
に
与
え
る
影
響

川
　
崎
　
や
よ
い
　
母
国
語
が
子
音
の
認
知
に
及
ぼ
す
影
響

小
杉
大
輔
社
会
的
ル
ー
ル
か
ら
み
た
大
学
生
の
友
人
関
係

原
　
　
か
お
り
　
問
題
解
決
過
程
に
及
ぼ
す
筆
記
と
発
話
の
影
響

牛
　
尾
　
裕
　
城
　
非
特
徴
的
な
選
択
肢
に
対
す
る
意
志
決
定
の
分
析

境
　
　
野
　
　
寛
　
方
向
感
覚
の
自
己
評
定
と
認
知
地
図
形
成
過
程
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
係

田
　
中
　
修
　
司
　
服
装
に
お
け
る
流
行
受
容
の
個
人
差

　
　
　
　
　
社
　
会
　
学

坂
　
　
本
　
　
　
綾
　
明
治
大
正
期
に
お
け
る
日
本
女
性
の
主
体
性
形
成

西
　
嶋
　
健
二
郎
　
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
老
人
問
題

山
　
　
本
　
　

渉
　
広
告
の
社
会
学

池
　
田
　
智
　
恵
　
怪
奇
映
画
の
文
化
社
会
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



哲
学
研
究

上伊石

田東原

宏晶

明子俊

勝岡大大大

部N橋倉熊
　直盛孝正

滋子子劉浩

近高霜小倉国

森井鳥岩島友

高幹裕識　真
　　一　　 由
明新郎志哲美

浜
　
崎

空

古
　
用
　
佳
　
奈

右
　
田
　
裕
　
規

八
　
木
　
玲
　
子

君
根
章
　
平

　
第
五
百
六
十
五
皿
写

沖
縄
・
「
『
祖
国
』
復
帰
」
と
基
地
労
働
者

い
じ
め
・
創
ら
れ
た
言
説

臼
本
の
戦
後
民
主
主
義
i
J
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

「
公
共
性
」
の
視
点
か
ら
ー

ア
ダ
ル
ト
ー
ー
チ
ル
ド
レ
ン
の
祉
会
学
的
考
察

現
代
日
本
に
お
け
る
競
馬
の
百
会
学
的
考
察

臼
本
の
社
会
階
層
に
関
す
る
考
．
察

情
報
化
社
会
に
お
け
る
都
市
の
変
容

マ
レ
…
シ
ア
に
お
け
る
人
種
・
民
族
関
係
の
比
較
社

会
学
的
考
察

パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
文
化
社
ム
耳
学
的
考
察

「
霞
然
」
と
し
て
の
武
道

ス
タ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
の
文
化
社
会
学

「
他
者
」
概
念
の
社
会
学
的
考
察

上
達
の
社
会
学

目
鼻
に
お
け
る
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
受
容
過
程
i
メ

デ
ィ
ア
と
の
…
囲
わ
り
を
中
心
に
i

礒
本
の
老
人
福
祉
の
成
熟
の
た
め
に
1
公
と
私
の

関
わ
り
と
い
う
視
点
か
ら
一

臼
本
に
お
け
る
児
童
慮
待
に
つ
い
て
の
考
察

「
モ
デ
ル
」
と
「
生
き
が
い
し
の
関
係
に
つ
い
て
の

社
会
学
的
考
察

疑
本
の
道
徳
教
育
ー
ー
そ
の
社
会
学
三
一
考
察
i
ー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
…
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
崩
壊
ー
コ
ミ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
ポ
ス
ト
近
代
空
間
…
一

吉
　
村
　
真
由
美
　
現
代
文
化
に
お
け
る
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
の
役
割

佐
　
　
薩
齢
　
　
　
一
旦
　
　
「
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
効
果
」
を
め
ぐ
る
社
会
漸
子
的
考
察

松上伊功

科
学
哲
単
科
学
史

藤
恵
美
子
自
然
物
の
内
在
的
価
値
に
つ
い
て

田
　
　
彰
　
ボ
ア
ン
カ
レ
の
規
約
概
念

原
　
　
　
真
　
組
換
え
D
N
A
問
題
と
暦
一
H
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
哲
学
系
）

修
±
課
程
修
了
論
文
題
目

　
　
　
一
平
成
九
年
三
月
i

哲

山町竹奥

田照中野

健　利要

二雷彦助

孫

学
時
に
つ
い
て
一
そ
の
窃
己
意
識
か
ら
の
解
明
ー

デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
に
お
け
る
心
身
の
分
離
と
A
三

ラ
ッ
セ
ル
の
多
元
論
と
時
窒
問
論

『
数
学
の
原
理
』
に
お
け
る
「
変
項
」

中
国
哲
学
史

貿
易
厳
復
思
想
に
お
け
る
中
国
固
有
の
哲
学
概
念

イ
ン
ド
哲
学
史

村
淵
晶
子
智
ぎ
ぎ
曙
㌣
じ
ヴ
鼠
ゲ
ヨ
拶
廊
第
二
巻
O
巽
鋤
∋
塁
9
慧



児
　
玉

周
　
藤

木
　
原

伊
藤

林高
　
橋

小朴宮
野寺

　
　
　
　
章
の
研
究

　
西
洋
哲
単
三

章
　
子
　
ピ
ー
コ
・
デ
ル
ラ
・
ミ
ラ
ン
ド
ラ
ヲ
愛
の
詩
注
解
』

　
　
　
　
に
お
け
る
創
造
論
の
位
置
付
け

多
　
紀
　
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
能
動
知
性
一
そ

　
　
　
　
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
側
面
－

志
　
乃
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
に
お
け
る
「
火
」
と
調
和
概
念
を

　
　
　
　
め
ぐ
っ
て

　
宗
　
教
　
学

慶
　
郎
　
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
『
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

　
　
　
　
論
』
に
お
け
る
神
と
世
界

貴
　
　
啓
　
晴
の
人
聞
学
へ
の
試
論
i
波
多
野
精
一
の
哲
学
を

　
　
　
　
主
た
る
手
が
か
り
と
し
て
1

良
　
　
一
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
象
徴
の
問
題

　
仏
　
教
　
学

美
　
子
　
ブ
ッ
ダ
の
沈
黙
と
初
期
仏
教
の
実
践
旧

基
　
列…

@
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
意
知
覚
（
ヨ
餅
コ
鋤
ω
9
箕
拶
曙
”
冨
帥
）

正
　
樹
　
カ
ー
ラ
チ
ャ
ク
ラ
タ
ン
ト
ラ
研
究
－
第
一
章
・
世

　
　
　
　
闘
晶
を
中
心
と
し
て
ー
ー

　
キ
リ
ス
ト
教
学

彙

報

坂
　
　
井
　
　
知
　
使
徒
パ
ゥ
ロ
に
お
け
る
律
法
の
成
就
と
隣
人
愛
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ラ
テ
や
五
・
一
四
を
中
心
に
－

　
　
　
　
　
心
　
理
　
学

酒
　
井
浩
　
二
　
閉
図
形
の
複
雑
さ
と
視
覚
記
憶
容
量
に
つ
い
て
の
検

　
　
　
　
　
　
　
討

杉
尾
武
志
図
形
認
知
に
お
け
る
幾
何
学
的
変
換
情
報
の
表
現
と

　
　
　
　
　
　
　
処
理
機
構

　
　
　
　
　
社
会
学

大
　
津
　
陽
　
子
　

「
ス
タ
イ
ル
」
の
社
会
学

大
山
小
夜
「
債
務
」
の
社
会
学
的
研
究

高
　
山
　
龍
太
郎
　
初
期
シ
カ
ゴ
学
派
の
理
論
と
調
査
法
の
検
討

西
　
村
　
大
　
志
　
　
「
日
本
の
近
代
」
と
「
児
童
の
身
体
」

野
　
村
　
明
　
宏
　
ネ
イ
シ
ョ
ソ
ー
ス
テ
イ
ト
と
未
完
の
近
代

中
山
ち
な
み
生
活
構
造
の
三
会
学
的
分
析

鍋
　
倉
　
　
聰
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
に
関
す
る
比
較
社
会
学
的
考
察

後
　
藤

平
　
川

　
美
学
美
術
史
学

結
美
子
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
彩
飾
本
に
お
け
る
詩
と

　
　
　
　
そ
の
挿
絵
と
の
関
係

佳
世
　
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
「
バ
ニ
ャ
カ
ヴ
ァ
ッ

　
　
　
　
ロ
の
聖
母
」
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



五

折
口
学
研
…
究
　
　
第
五
百
六
十
五
濤
万

博
士
後
期
課
程
学
修
者
氏
名

　
　
一
平
成
九
年
三
月
1

（
哲
学
系
）

哲
学
…
…
増
風
蝕
～
郎
、
羽
地
亮

倫
理
学
…
…
板
井
孝
一
郎

イ
ン
ド
哲
学
史
…
…
山
下
勤

西
洋
哲
学
史
…
…
浅
沼
光
樹
、
沼
田
敦

宗
教
学
…
…
杉
村
幸
代

仏
教
学
…
…
神
田
一
世
、
黄
酵
膚
、
乙
川
文
英
、
苦
米
地
等
流

美
学
美
術
史
学
…
…
實
方
葉
子
、
西
欣
也
、
北
垣
千
依

心
理
学
…
…
澤
田
忠
幸

社
会
学
…
…
岡
崎
宏
樹
、
川
田
耕

六
　
計

報

　
一
、
本
誌
蘭
、
哲
学
研
究
』
の
編
輯
に
か
つ
て
永
年
に
わ
た
っ
て
尽
痒
さ

れ
た
大
乱
大
学
名
誉
教
授
、
澤
潟
久
敬
先
生
に
は
、
去
る
平
成
七
年
二
月

二
十
六
臼
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
十
歳
。

　
先
生
は
、
昭
和
四
年
京
都
帝
国
大
学
文
学
都
哲
学
科
（
哲
学
専
攻
）
を

御
卒
業
後
、
フ
ラ
ン
ス
留
轡
ず
、
山
承
都
帝
圏
園
大
学
文
学
部
講
師
騨
を
経
て
、
昭

和
十
六
年
大
阪
膏
国
大
学
医
学
部
に
着
任
さ
れ
た
。
昭
和
ニ
ナ
．
二
年
に
は

大
阪
大
学
法
文
学
部
教
授
に
転
ぜ
ら
れ
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
の
御
退
官

ま
で
、
文
学
部
の
醤
学
哲
学
史
講
座
教
授
と
し
て
御
活
躍
さ
れ
、
そ
の
闘
、

同
大
学
文
学
部
長
を
も
勤
め
ら
れ
た
。

　
先
生
は
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
の
帰
國
後
、
昭
和
十
録
年
頃
か
ら
八
年

一
〇
六

間
も
の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
当
時
の
哲
学
講
座
主
任
の
田
邊
元
教
授
の
懇

請
に
よ
り
『
哲
学
研
究
』
の
編
輯
に
文
字
通
り
専
念
さ
れ
た
。
こ
こ
に
そ

の
御
苦
労
と
御
功
績
を
偲
び
、
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

　
一
、
同
じ
く
『
哲
［
学
研
究
』
の
編
輯
に
か
つ
て
多
大
の
御
尽
力
を
な
さ

れ
た
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
、
三
村
勉
先
生
に
は
、
去
る
平
成
七
年
十
二
月

九
日
逝
表
さ
れ
た
。
享
年
七
十
九
歳
。

　
先
生
は
、
昭
和
十
九
年
九
月
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
（
哲
学
専

攻
）
を
御
卒
業
さ
れ
た
。
約
七
年
聞
同
文
学
部
助
手
を
勤
め
ら
れ
た
の
ち
、

昭
和
三
十
年
四
月
に
龍
谷
大
学
文
学
部
に
赴
任
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
御

退
職
ま
で
同
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
授
と
し
て
御
活
躍
さ
れ
、
ま
た
そ
の

聞
二
度
に
わ
た
り
同
大
学
文
学
部
長
の
佳
を
も
果
た
さ
れ
た
。

　
先
生
は
、
京
都
大
学
文
学
部
の
助
手
で
あ
っ
た
時
期
、
当
蒋
の
哲
学
講

座
主
任
の
山
内
得
立
教
授
の
嘱
付
を
受
け
て
昭
和
二
十
五
年
か
ら
同
三
十

年
ま
で
の
約
五
年
闘
、
京
都
哲
学
会
の
事
務
運
営
に
携
わ
ら
れ
、
こ
と
に

『
暫
学
研
究
』
編
輯
の
責
任
者
と
し
て
多
大
の
御
苦
労
を
担
わ
れ
た
。
こ

こ
に
先
生
の
御
活
躍
と
御
功
績
を
偲
び
、
衷
心
よ
り
御
冥
福
を
念
ず
る
次

第
で
あ
る
。


